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1. はじめに

西瓜の接木栽増が普通栽培に比較していろいろの面に

おいて有利であることは筆者がここで改めて論ずるまで

もないが,接木育苗において,従来の育苗方法では手数

がかか り,これが旗家への技術浸透の大きな妨げになっ

ている.すなわち,従来の報告によると接木後の育苗温

度および光線は活潜に大きく影響するとぎれ 温度は25

～30oCが適温で, 光線は接木後の2日間は遮光密閉し

て3日目から除々に光線を入れる時間を多くして8-10

8日でヨVズおよびコモを全開して普通育苗に戻すとさ

れている.

筆者は前報において,接木層後から日光照射すること

が病者および初細生育を促進することを指摘した.

本報においては接木育苗における温度管理が活窟およ

び初期生育に及ぼす影響について試験したので,その結

果の概要を報告する.

2. 試験材料および方法

1) 試験区別

A:梱円筒温区,担:相田中温区,C二相関白櫛.%度
区,D二重内自然温度区の4区に区別し,A,Bおよび

C区は120×60×60m のピエール (透明)製育苗箱を用

意し,箱の布き15伽の所にTタンで鉢倣台を放けた.

さらにAおよびB区は鉢恐台の下に砿熟保温薮 位 を施

し,A区は平均党風が30cc,B区は260C･になるように
それぞれサームスタットで調節した.C区は保温滋ZEEを

しない育苗箱を利用し,またD区は5.4×3.6mのビニー

〟-クス円で育苗した.

なお,.A,BおよびC区は温度変化を少なくするため

に前記ki'ェール-クスに育苗箱を入れてそれぞれ育苗し

た.従ってA,Bおよび●C区は二重ビニールノ､クス内で

育苗したことになる.

2) 台木および種木の兼成

台木はユタガオ(品種は相生)を使用し,1965年 1月14

日に恒温線で催穿きせ,1月16日に10伽の紫炊鉢に2本

ずっ播種した. 槻木はFl緑富研を1965年1月ユ8日に恒

温韓で催芽させ,1月21日に45×30×10伽の木箱に6cm

の厚さに砂を入れて播種した.なお,台木および槻木と

もビュー.JL,-クス内で常置した.

3) 接木および接木後の管理

接木は1965年1月2フ日に挿し接ぎ法によって行なった

台木の苗令は 葦 ⊥本部が7-8分出葉糊で,撒水は 子
葉が6-7分展開朋であった.接木後の管璽削ま鼠度およ

び温度を保持する目的でA,BおよびC区はビニール密

閉したが,D区は特別な管理は行なわなかった.
なお,このような育苗管矧 ま接木後9日まで行ない,

その後は8寸索焼鉢に抱え替えてビニールノ､クス内にお

いて各区とも同様な管理のもとで育萌した.

3.試験結果および考察

1) 育苗床の温度および湿度

混度および都度はA,BおよびC区は接木 後 9日ま

で,D区は7日まで測定した.なおA,BおよびC区の

温度測定は自記鼠度計を使用し,平均温度は慮夜12時間

の平均で示したが,Dl芸は樺状弧度肝とVックス迎･JEl指

股低氾度計を使用し,･V･均t.I..L皮は9時の苅1,ll.で示した.

また朝顔端度は各区とも9時,13時,16時の3回平均で示

した.

育lli伸 の77HrL庇および柚壁を示すと3511図および筋2図

のとおりである..

平均純度においてはAおよび】引芸ともにl∃鵬弧皮に近

い敬伯が得られ,AJ芸が30oC,B区が25oCであった.

またCおよびD区は低 く両区ともに200C前後でHJ･-.･典は

屈められなかった.

脱硝hLL皮においてはA.,B･山.上びC酔 ま描く.,大雅は

認められなかったが,D区はや 低ゝかった.

次ぎに1品底温度については,A区が27-28oC, B区

が20oC鮒後,CおよびD区はともに低 く,ll.-12oCで

遊動或懲められなかった.湿度においでは,渦度の筒い

ほど繍い傾向があり,A区が9田制の平均で77C/0,B区

が760/0,C区が670/0,D区が640/Oを示･したが,AおJ:ぴ

B･区は差異がなかった.
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第⊥図 各 区 の ilf.;.JL贋 状 況
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2) 温度が活着に及ぼす影響

渦度と活潜との関係を示すと第 1蓑に示すとおりであ
るL.

育菌床における･相木の葦ちJ:う状況についてみると,

A,BおJ:ぴC区は少なく,また4月からは回復 した

が,D区は多く,.長期間にわたって萎ちょう株がみられ
た.これは育宙床における湿度に関係するもの と患 わ

れ,育苗にあたっては650/o以上の湿度を保持する必要が

あると思う.
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所謂状況については,各区ともに良好で,本試験の汎

r壁憧臥 すなわち,平均温度が20-30ccで, 最低温度

がユ1-′12oCの温度条件があれば活着には妙轡のな い こ

とが認められた.また,･育菌床における槻木の董ちょう

も酒肴には影響がなかった.これらは前報の結果と-一致

した.

温度と初期生育との関係を示すと第2塞および第3図

のとお りである.

第 2裳 温度と初期生育との関係

接木後28日日
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第 3.図 接木筒の生育状況 (接木後47日日)

･〔注〕 No..i-A区,No.2-B区

No.3-C区,No..4-D区

接木後の初期生育は温度の融 ,ほど草丈,難敵ともに

すぐれたが,AおよびB区においては大差が な く'ま

た,D区は数 も劣ることが窪められた.

次 ぎに接木床における温度は活着には影響がなかった

が,.接木後の初期生育に移管したのを確かめるために鰯

接木笹をそれぞれの温度条件において生育状況を観察し

た結果は第 4図に示すとおりである ･

第4図 無接木蘭の各区に紬 する生育状況
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無援本番の各区における生育状況は,温度の痛い区ほ
ど生育はすぐれ,接木蘭の各区における生育状況 と全く

一致した..

以上の結果から.,本試験における温度の範囲では活潜

には影幣がなく,.渚瀞後の初胴生育に大きく影懲するも

のと思う.

また,C区およびD区においてはi･lR贋条件は殆ど同じ

でありながら生育に差異があるのは,D区は夜鼠の羅轡

が現われたのか,湿度の影響が現われたのか,さらに検

討を要する問題である.

4. 摘 要

1) 風見の接木科 料こおける弧度が翻 rfJJlrl:び胡比肱に

背に及ぼす影等酎こついて朝映した.

2) 判 匂弧庇が20-30oCで,抽低弧塵が11.-12oCの

温度条件の簡灘では活動 こ研 削ま認められなかったが･

日ILl]･の平廟 LJ.度が650/o以下になると枇水の華ちJ:うが多

くなる.

3) 接木後の'wJ朗生育は弧度の[F'1いほど'';-:皮,離散と

ち.にすぐれ,:'ことが認められた.
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